
長野市監査委員告示第６号 

 

地方自治法第199条第12項及び第252条の38第６項の規定に基づき、長野

市長から措置を講じた旨の通知があったので、同項の規定によりその内容

を公表します。 

平成28年４月14日 

長野市監査委員    鈴 木 栄 一 

同           小 澤 輝 彦 

同      近 藤 満 里 

同           小 林 治 晴 



平成20年度平成20年度平成20年度平成20年度 定期監査(中期・後期)（20監査第85号）分定期監査(中期・後期)（20監査第85号）分定期監査(中期・後期)（20監査第85号）分定期監査(中期・後期)（20監査第85号）分

当初措置状況当初措置状況当初措置状況当初措置状況

（21年度）（21年度）（21年度）（21年度）

過去３年の措置状況(1)過去３年の措置状況(1)過去３年の措置状況(1)過去３年の措置状況(1)

（平成24年度）（平成24年度）（平成24年度）（平成24年度）

過去３年の措置状況(2)過去３年の措置状況(2)過去３年の措置状況(2)過去３年の措置状況(2)

（平成25年度）（平成25年度）（平成25年度）（平成25年度）

過去３年の措置状況(3)過去３年の措置状況(3)過去３年の措置状況(3)過去３年の措置状況(3)

（平成26年度）（平成26年度）（平成26年度）（平成26年度）

平成27年度の措置状況平成27年度の措置状況平成27年度の措置状況平成27年度の措置状況 担当課担当課担当課担当課

２ 支出に関する事務につ

いて

(9) 団体に対する負担金

等について検討すべきも

の

（報告書８ページ）

　各種団体に対する負担金等の支出について、団体の決算等を

確認したところ、事業費の決算額より繰越金が多い団体や多額

の繰越金、剰余金が生じている団体があった。

　これらの事業展開のために一時的に繰越金等が多くなることは

あり得るものの、団体によっては明らかに過大と思われるものがあ

る。負担金等の執行に当たっては、必要性の観点から、また継続

する場合でも負担額について、見直しを検討されたい。

　更級歯科医師会の繰越金については、施設

の改修費等の出費に備えているため、多額と

なっている。

　今後、施設改修費以外に歯科医師会の新規

事業など支出が予定されていることから、繰越

金については徐々に減額される見込みとのこと

であるが、その状況を見ながら当市の負担金

額の見直しについて検討するよう要望してい

く。

平成26年度までの負担金額の見

直しについて、平成24年９月と12

月に依頼した。

・激変緩和のため段階的に廃止

することとし、平成26年度は減

額、平成２７年度は廃止、というこ

とを先方に伝え、基本了承を得

た。

・また、平成２６年度当初予算に

は減額した補助金額を計上し

た。

・激変緩和のため段階的に廃止

することとし、平成２６年度は補助

金の減額を行い、平成２７年度予

算では、予算計上を行っていな

い。

平成26年度をもって廃止 医療事業

課

過去の監査結果に対する措置の通知書過去の監査結果に対する措置の通知書過去の監査結果に対する措置の通知書過去の監査結果に対する措置の通知書

指摘事項指摘事項指摘事項指摘事項

く。

２ 支出に関する事務につ

いて

(9) 団体に対する負担金

等について検討すべきも

の（報告書８ページ）

　各種団体に対する負担金等の支出について、団体の決算等を

確認したところ、事業費の決算額より繰越金が多い団体や多額

の繰越金、剰余金が生じている団体があった。

　これらの事業展開のために一時的に繰越金等が多くなることは

あり得るものの、団体によっては明らかに過大と思われるものがあ

る。負担金等の執行に当たっては、必要性の観点から、また継続

する場合でも負担額について、見直しを検討されたい。

　今後とも、各種団体の決算、実施事業、今後

の活動予定等について詳細に把握し、負担金

等交付の必要性の観点から見直しを進める。

　各種団体の実施事業、財務状

況、今後の活動予定等につい

て、各団体事務局等と連携を密

にし事業内容等を把握するととも

に、当市の河川事業を推進する

上で負担金等交付が必要かつ有

用であるかという観点で見直しを

進める。

※平成24年度見直し団体

・篠ノ井地区千曲川堤防改修促

進期成同盟会（156,000円→

140,000円）

・浅川改修古里地区期成同盟会

（40,000円→36,000円）

・岡田川改修促進期成同盟会

（36,000円→33,000円）

　各種団体の実施事業、財務状

況、今後の活動予定等につい

て、各団体事務局等と連携を密

にし事業内容等を把握するととも

に、当市の河川事業を推進する

上で負担金等交付が必要かつ有

用であるかという観点で見直しを

進める。

※平成25年度見直し団体

・千曲川護岸工事（芹田～長沼

間）促進期成同盟会（24,000円→

23,000円）

　各種団体の実施事業、財務状

況、今後の活動予定等につい

て、各団体事務局等と連携を密

にし事業内容等を把握するととも

に、当市の河川事業を推進する

上で負担金等交付が必要かつ有

用であるかという観点で見直しを

進める。平成26年度の補助金額

は前年度同様としたが、平成27

年度には、繰越金の多い団体を

中心に補助金額の見直しを行う

予定である。

　各種団体の実施事業、財務状

況、活動予定等について、事務

局等と連携を密にし事業内容等

を把握。当市の河川事業推進の

上で負担金等交付が必要かつ有

用。平成24、25年度に続き、27年

度も繰越金の多い団体の補助金

額を削減した。

※平成27年度見直し団体

・篠ノ井地区千曲川堤防改修促

進期成同盟会（140,000円→

126,000円）・更北地区千曲川犀

川堤防改修促進期成同盟会

（54,000円→49,000円）・浅川改

修古里地区期成同盟会（36,000

円→33,000円）・岡田川改修促進

期成同盟会（33,000円→30,000

河川課

期成同盟会（33,000円→30,000

円）


